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研修報告書

	所　　属　　認知症共同生活住居G　　職　種　介護福祉士　　氏　名  田村 裕樹

	期　　間　　平成21年　  8月　24日　～　平成　21年  11月　10日 （うち34日間）

	出張目的    平成21年　第3回認知症介護実践研修（実践者研修）

	出 張 先    八戸市社会福祉会館

	研修に関する考察（プログラム毎に）　　　　　　　研修要旨（プログラム毎に）


今回の研修を通して、認知症高齢者を「理解する」事の難しさを改めて実感しました。日々利用者様と接していく中で、その方の表面上だけを見ていつの間にか理解した「つもり」になっており、本質の部分が見えていなかった様に思います。今までは私達職員が見ている世界が、認知症高齢者にも同じ様に見えているものだと考えていました。例えば徘徊や介護拒否などがあった時はその言動だけを見て「問題」と捉え、その問題を正そうとしていました。しかし、問題と捉える事自体が介護者側の思い込みであり、その方がどの様な世界を見ていて、その行動が何を意味しているのかまでは考えが至りませんでした。何を見て、何を感じ、何を考えているのか。目に見えない内面の世界の事である為、それを理解する事は非常に困難であると思います。ましてや私達が接しているのは、自分の想いを表現する事が難しい認知症高齢者です。その想いをいかにして引き出し、内面の世界に近づく事が出来るかが私達介護者に求められているのだと思いました。

　また、認知症ケアを実践するには多面的に捉えていく必要があります。それは利用者様本人への理解はもちろんの事、医学的知識に基づいた根拠付け、人的環境や住居など生活環境の支援、利用者様を支える家族への理解など様々で、それぞれの支援に必要とされる知識や技能もまた違ってきます。これらを実現させる為には１人の職員が頑張るのではなく、職員全員が一丸となりその利用者様と関わっていく必要があります。それが実現できた時こそ、認知症高齢者の方がより自分らしい生活を送る事が出来るのだと思います。

· 講義１日目　８月２４日（月）

＜1＞「認知症介護研修事業の目的および認知症介護実践者研修の目的について」

講師　青森県認知症介護指導者　社会福祉法人福祉の里　池田 哲人　氏

· 認知症介護 研修事業の目的

1 認知症介護を推進し、介護現場において介護の質の向上を目指す中核的役割を担う人材を育てる。

2 認知症高齢者が「能力に応じ自立した生活を送る」為の支援についての考え方、方法、技術を学ぶ。

3 施設ケア、在宅ケアに限定されない地域ケアとしての認知症介護のあり方を学ぶ。

4 研修の成果が介護現場で直接実践できるものとする。

· 認知症介護実践者研修の目的

1 認知症高齢者の尊厳を支え、自立を支援する為の実践的知識・技術等を習得し、自らの実践に反映する事はもとより、介護現場全体のサービスの向上を図る。

2 介護現場の中心的存在としてチームケア実現に向けて他の職員をリードし、認知症支援の向上に資する力量を獲得する。

＜2＞ 「認知症に関する医学知識・心理理解」

講師　青森県立つくしが丘病院　院長　堀内　雅之　氏

　　

· 認知症とは…『脳の器質性障害によって、一度発達した知能（精神、認知機能）が広範に持続的に低下した状態』の事を指す。基本的には一度罹患すると治らないと定義されてきたが、最近では慢性硬膜下血腫や正常圧水頭症による認知症の状態など、回復可能な場合もありえる為、認知症の定義も変化し得ると言える。

· 認知症ケアは早期診断と早期発見が重要となり、また、せん妄やうつ病との鑑別する為にも認知症の医学的理解が必要となる。

・ 現実世界だけで対応するのではなく、認知症高齢者の内的世界を理解し、その世界に合わせたケアを提供する事が重要。

　＜3＞「認知症高齢者の家族の理解」

講師　認知症の人と家族の会  青森県支部代表　石戸　育子　氏

　　

· 家族がたどる四つのステップ

○第1ステップ：戸惑い、否定的感情

  行動の変化が病気からきているという事を納得できず、誰にも相談できない、周囲からの理解を得られない状況にある。

○第２ステップ：混乱や怒り、拒絶

認知症への理解が不十分な為、介護が上手くいかない事への混乱や「なぜ自分だけが」という怒りと、行動障害の諸症状から精神的・身体的に疲労困憊となり拒絶的になる。

○第３ステップ：諦めや割り切り、開き直り

 なるようにしかならないと開き直り、以前と同じ症状でも軽く受け止められるようになる。

○第４ステップ：受容

  やれるだけの事はやったと自分なりに納得する。

これらのステップを何度も往復したりスクロールさせながら、次第に納得と理解、受容へと移っていく。

　＜4＞「生活の捉え方」

講師　青森県認知症介護指導者（介護老人保健施設サンライフ豊寿苑）　清水  養子　氏

· 認知症高齢者を理解するという事は、目の前の出来事をただ『現実』として捉えるのではなく、その方が過去から現在に至るまでにどのような生活を送ってきたのかを知った上で理解する必要がある。

· 日常生活は『褻（け）･･･普段の生活』と『晴れ･･･祭など特別な日』に区分され、生活の多くは褻（け）で構成されている。その為、その方が送ってきた生活を把握し、生活を再構造する事が必要。

· 講義　2日目　８月２５日（火）

＜1＞　「人的環境・住居環境・地域社会環境を考える」

講師　青森県認知症介護指導員　あんずの里寄り合い所町畑の家　山田　葉子　氏

· 人的環境…生活環境の中でも最も影響力が大きく、介護者自身も生活環境の一部である事を認 識する必要がある。

· 住居環境…本人が中心であり、個別性、継続性（なじみ）がある環境作りが重要。

· 地域環境…地域特有の地理や風土、習慣などの活用。また、買い物や散歩などの社会参加。

外界と内的世界のズレが小さい生活環境が認知症の方にとって適切な環境であり、私達介護者はその環境を整える為に多方面から支援して行く必要がある。

＜2＞　「意思決定支援と権利擁護」

講師　青森県社会福祉士会　事務局長　三上　富士子　氏

· 人権とは、人間が人間である事により誰にでも当然有しており、決して侵してはならない権利のことであり、『権利擁護』とはその人権を守るということである。また、その考え方の中心にあるのは「個人の尊厳」であり、支援や介護が必要な状況であろうとも、利用者が人格的には独立した存在であると認識する事が重要。

· 本人の立場に立った意思決定支援とは、個人としての人権を保護するという意味だけではなく、利用者自身の自尊心を尊重しながらの自己実現への過程であることを理解する必要がある。

＜3＞　「生活の質とリスクマネジメント」

講師　青森県認知症介護指導員　あんずの里寄り合い所町畑の家　山田　葉子　氏

· 「生活の質」は「人としての質」であり、認知症高齢者の「生活の質」は支援者の「質」。

· 生活の質を保障する為には、認知症による身体・認知機能の低下によりどのようなリスクが生じるかを把握し、可能な限り事故を防ぐ、または損失を最小限に抑えなければならない。その為、私達介護者は「リスクマネジメント」を考え、実践する必要がある。

· 講義　3日目　８月２６日（水）

＜1＞　「認知症介護の基本理念の構築」

講師　青森県認知症介護指導者（居宅介護支援事業所　ほっとハウス）　竹ノ子　和男　氏

· 基本理念…事業や計画などの根底にある根本的な考え方。認知症介護の基本理念は、

①認知症高齢者のあるべき生活像（QOL）

②本人（利用者）主体の考え方

③介護サービスの態度、方法、内容

などから構成されている。

・ 認知症介護専門職としての役割は、基本理念に照らして正しい行動を選択し、理念を現実の形として実践していかなければならない。

※「ブレインストーミング法」を用いた演習を実施。

テーマ『自分が認知症になったら、どんな介護・支援を受けたいですか？』

○ブレインストーミング法

    独創的な発想を収集する為の討議法の一つ。通常、下記の四つのルールの下で討議を進める。

1 自由奔放に意見を言う

2 その場で他者の意見を論評しない

3 なるべく多くの意見を出す

4 人の意見を参考にし、意見を言う事は歓迎

＜2＞　「生活のアセスメントと支援」

講師　青森県認知症介護指導者（特別養護老人ホーム天寿園）　工藤　美智子　氏

· 認知症高齢者を客観的・主体的ＱＯＬの両面から、客観的に理解する事が重要。

○客観的QOL･･･本人の生活の質が向上すると思われるもの（周囲から見て判断できる）

○主体的QOL･･･本人が考えたり感じたりする生活の質で、本人の満足度・精神的安定・生き甲斐・生活の張りなど。（基本的には本人が望む生活に関するＱＯＬ）

・利用者の内的世界と、介護者側の理解にはズレがある。そのズレを少しでも埋める為に、「アセスメント」をする事が重要となる。

· 演習実施。テーマ「認知症高齢者の気持ちを考える」

演習後、グループ内意見交換。テーマ「認知症高齢者の気持ちになって感じた事、考えた事」

＜3＞ 支援の方法　「センター方式」

講師　青森県認知症介護指導者（グループホームあゆみの里）佐々木　奏　氏

· 「認知症の初期から最後まで、どこに住んでいても自分らしく暮らし続けたい」という本人・家族の願いを実現する為に作られたのが『センター方式』。

· センター方式共通の「５つの視点」

1 私らしいあり方･･･尊厳

2 私の安心・快･･･安心

3 私の力の発揮･･･リハビリテーション・自立

4 私にとっての安全と健やかさ･･･予防、健康づくり

5 なじみの暮らしの継続（環境・関係・生活）･･･継続、地域包括

· ケアプランを立てるためのアセスメントではなく、利用者の生活の質を向上を図る為のアセスメントであるという事を忘れないこと。また、アセスメントの結果をもとに適切なケアプランを作成し、適切に実行する事が大切。

· 講義　4日目　８月２８日（金）

＜1＞ 「コミュニケーション技法」

講師　青森認知症介護指導者（特別養護老人ホーム福寿草インスプリング）　森　忠義　氏

· コミュニケーション･･･共有する、理解しあうこと

· 認知症高齢者の場合、言語によるコミュニケーションは交流手段としては難しいことが多い。

　　○ボディーランゲージ（体言葉）の理解。（仕草、表情、など）

技法　　　座り方：同じ目の高さ、もしくは下げて接する

　　　　　　　間　：相手に合わせたペース

　　　　　　距離　：近すぎず、距離を開けすぎない

○ペーシング（相手に合わせることで緊張を解く言動）の活用。

非言語のペーシング･･･うなずく、身を乗り出して聞く、口調を合わせる、など

言語のペーシング･･･あいづち、感嘆詞、接続詞、反復、など

・大切なのは伝えたかどうかではなく、伝わったかどうか、理解しあったかどうか。

＜2＞ 「援助関係を築く演習」

講師　青森県認知症介護指導者（特別養護老人ホーム福寿草インスプリング）　森　忠義　氏

【演習目的】

· コミュニケーション技法の基本動作や基本技能の習得。

· 場面対応力や応用動作の習得

· 与えられた役割を演じ、他人の立場になる事で自分の行為を見直す

· 気付きを促し、態度や行動の変容を狙う　【出来る⇒している活動】

· 新しい視点を発見する事で問題解決の糸口をつかむ。

【演習内容】

· “援助者役グループ”と“利用者役グループ”に分かれロールプレイ。

· “利用者役グループ”が利用者の設定を決めた後、“援助者役グループ”が１人３分ずつコミュニケーションを取り情報収集を図る。全員分終えたところで得られた情報と設定したケースを照らし合わせる。

　

＜3＞　「自己課題設定」

講師　青森県認知症介護指導者（特別養護老人ホームひばり苑）　奥本　統一　氏

○ 自分の認知症介護について振り返る

· 認知症介護についてあなたの課題は？

· あなたがケアについて誇れるものは？

· どんな時につまずきを感じますか？

· 認知症ケアで必要なものは？

· 自分の理想とする認知症ケアは？

· それはどこまで達成していますか？

上記の振り返り、気付きを踏まえたうえで、自分が認知症ケアに対する課題を考える（具体的なケアの場面を想定）

· 講義・演習　5日目　8月29日（土）

＜1＞　「実習課題設定」

講師　講師　青森県認知症介護指導者（特別養護老人ホームひばり苑）　奥本　統一　氏

【実習の意義】

· 講義、演習で学んだ知識や技術を実践的に活用する

· 感受性を磨き、相手の立場で考える習慣を身に付ける

· なぜ？どうしたらいいのか？これで良いのか？と考える習慣を身に付ける

· 実践者として自己を振り返り、課題とその原因を考える場として活用する

· 認知症介護の社会的な役割と実践根拠を明確にする

　　　　　　　

【実習の目的】

· 認知症介護の知識と技術を、介護現場に置いて発揮できる者の養成

· 実践している介護の理由を説明できる　　　　　　

· 外部実習　9月４日（金） 9:30～17:00

実習場所　グループホーム 小春日和２号館 澤田 有子 氏・柴田 栄一 氏　　

9:30  オリエンテーション、施設案内、概要説明、施設実習のねらい、目的確認

10:00  情報収集、ケア実習

12:00  昼食

12:30  休憩

13:30  ディスカッション、実習計画素案作成

15:00  振り返り、記録

17:00  実習終了

○実習課題

  「本人との関わりを持つ事で、不安や不穏状態の軽減を図る」

○取り組み内容、注意点など

· 初対面の為、初めはテーブル越しで接する事で不快感を与えない距離感を保つ。

· 会話の際は目線の高さを合わせたり、笑顔で接する。

· 相づちをうったりうなずく事で、話をきちんと聞いている事を相手にも伝える。

· 本人との関わりの中から、身体・精神状態やその方の背景などの情報を把握できるような声掛け、観察を心掛ける。

1 振り返り

· 情報収集も兼ねての関わりという事で、必要最小限の事前情報しかないままでの関わりだった為、どの様な方なのかを把握するのが大変でした。また、慣れない場所、環境での実習というだけでも不安や緊張が強く、認知症高齢者も施設ではこの様な心境なのだろうかと感じました。

· 今回関わった利用者様は難聴の方でしたが、研修で学んだコミュニケーション技法を活用する事で大分意思疎通が図れた様に感じました。難聴の方に限らず、相手に心地よい気持ちになって頂けるような接し方を日頃から心掛けていく必要があると思いました。

⑦終了

●職場実習　9月7日（月）～10月4日（日）　　　4週間

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　南寿の里「雲の家」にて実施

自己課題設定、その他は別紙にて報告いたします。

· 別紙１…自己課題　　　１枚

· 別紙2…研修報告書　　１枚

●報告会　11月10日（火）

　この報告会では、各所属施設で行ってきた自己課題研究の発表やそれに対しての質問・評価を行いました。

自分の取り組みを第三者の視点から捉え、質問や評価をしてもらう事で当事者には見えにくい部分を照らし出す事が出来たと思います。介護とは自分一人だけで利用者様と関わるのではなく、多様な視点から捉えて関わっていく必要があり、その「気付き」を今回の研修では学ぶ事が出来た様に感じます。
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